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　過日の台風19号は各地に大きな被害を与え，多くの
方が被害にあわれました。被災された方々に心よりお
見舞いを申し上げるとともに，一日も早い復旧をお祈
り申し上げます。
　さて台風19号の最中に，日本骨代謝学会と日本骨粗
鬆症学会が11年ぶりに合同学術集会という形で，神戸
で開催されました。私は日本骨代謝学会の会長を務め
させていただきましたが，日本骨粗鬆症学会会長を務
められ，今号の企画を立案いただいた鳥取大学の萩野　
浩先生が掲げられたテーマは「多職種で骨卒中を防ぐ」
というものでした。骨卒中は，骨粗鬆症を原因として
生じる大腿骨近位部骨折，脊椎骨折といった脆弱性骨
折が，脳卒中と同様に重篤な疾患であることを広く社
会で認知していただくために作られた造語です。この
ような脆弱性骨折に対して効率良い治療を行うために
は，多職種での取り組みが必須です。
　リエゾン（liaison）は，元々はフランス語で，「語を
単独で読む場合には発音されない語末の子音字が，直
後に母音が続く場合に発音される現象」のことを意味
します（Wikipedia より）。具体的にはフランス語の教
科書を見ていただければと思いますが，それが転じ
て，主として精神科において色々な診療科の医師と協
力して行う医療のことを「リエゾン精神科（liaison 

psychiatry）」と呼ぶようになったようです。これがさ
らに広がって，異分野の人々が協力し合うことをリエ
ゾンと呼ぶようになりました。骨粗鬆症治療における
リエゾンの重要性は，英国 Glasgow においてスタート
した fracture liaison service（FLS）の成功によって注
目されるようになりました。骨粗鬆症治療の問題は，
有効な治療薬があるにもかかわらず，疾患自体に自覚
症状が少ないため，治療の継続が難しいことにありま
す。FLS はリエゾンナースをはじめとしたコーディ
ネーターが中心となって，多職種が協力することで脆
弱性骨折患者の同定（identify），評価（investigate），
説明（inform），介入（intervene），そして情報共有

（integrate）という 5IQ を実施し，二次骨折予防を達
成しようというシステムです。その有効性は多くの前
向き研究から明らかになっており，その運動は世界に
広がっています。FLS にヒントを得て，わが国では取
り組みを一次骨折にも広げようということで，「骨粗
鬆症リエゾンサービス」がスタートしました。骨粗鬆
症リエゾンサービスの取り組みは全国に広がりつつあ
り，その中心となる骨粗鬆症マネージャーの数も年々
増えています。今後わが国において，その有用性を示
すエビデンスが蓄積していくことを期待しておりま
す。 （田中　栄）
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